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青年技術士交流委員会統括本部 2020 年度活動報告 

 

青年技術士交流委員会 委員長 竹内将人 

 

 

 青年技術士交流委員会は、研修委員会の下部組織であり、各部会から推薦された委員･委員補佐

により構成されている。また、委員には各地域本部より推薦された地域本部委員も含む。本会運

営への青年層の参画及び国内外を問わず技術者間の“交流”を通しての研鑽を実施している。 

2020年度は、新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の蔓延や緊急事態宣言の発令など、従来

にない劇的な社会的環境変化があり、委員会活動へ大きな影響が生じた年であった。 

主な活動を以下に記す。 

 

１．各種例会の開催 

青年技術士交流委員会の例会は、主として、参加者自身がアウトプットすることを通して研鑽

できる場、参加者同士が交流できる場を提供しており、グループワークや講演会を月に 1 回程度

の頻度で開催した。 

2020年 3月より会議室での例会開催を見送っており、現状も再開の見通しは立っていない。 

各例会の準備状況、当日の状況といった各活動の内容については青年技術士交流委員会 HPに公

開した。また新型コロナウィルス感染症の影響による延期についても同様に HPに公開した。 

 

２．特別例会 

2020年度は、例年開催している青年技術士交流委員会主催『一次・二次試験合格者交流会（特

別例会）』の実施を見送った。新型コロナウィルス感染症の影響により春先の開催を見送り夏の延

期開催を検討したが、会議室での集合型例会の再開のめどが立たず中止とした。 

2021年度はオンラインでの開催を行う。 

 

３．小学生対象理科教室の開催 

2019年度は、例年開催している春休みの小学生を対象とした「理科教室」の実施を見送った。 

オンラインで学べる理科教室動画を作成し、公開に向けて準備を進めている。 

 

４．各地域本部の青年技術士交流委員会との交流 

2020年 6月 27日に各地域本部とのオンライン交流会議を開催するとともに、2020年 10月 4日

に名古屋で計画されていた技術士全国大会向けの青年技術士交流委員会企画が中部本部の青年技

術士交流委員会により開催された。これらの中で各地域本部の青年技術士交流委員会の活動内容

を共有した。 

青年層は企業内技術士も多く、出張や異動転勤などに伴う地域間の移動もある。各地域本部の

青年技術士交流委員会とのネットワークを活かし、青年層技術士のサポートにも努めていく。 



５．国際交流活動 

例年開催されている日韓技術士国際会議の親善サッカー大会は中止となった。 

2020 年 11 月 18 日～26 日にベトナム（ダナン）で開催された ASEAN 技術者協会連合国際会議

『CAFEO38 YEAFEO27』は、オンラインでの開催となり、これを聴講した。オンラインでの開催で

あったため、例年開催されている YEAFEOの交流企画は行われなかった。 

 国際委員会から依頼を受けきっかけづくりを行った日豪交流は、日本技術士会、国際委員会で

の推進の目途が立っていない。一方、Engineers Australia の若手技術者との縁を活かし、有志

にて若手技術者での交流を行うこととした。 

同様に国際委員会から依頼を受け委員を派遣した FEIAP（The Federation of Engineering 

Institutions of Asia and the Pacific）の Youth Talents Development Working Group では、

アジア太平洋地域の若手技術者向けのオンラインセミナーを 5 回シリーズで開催し、パネリスト

として副委員長 2名が登壇し、専門家としての知見を発信した。 

  

６．研修委員会所轄委員会行事への協力 

 2020 年 2 月 13 日にオンラインで開催された「技術士を目指そう、修習ガイダンス 2020」 ～

技術士第一次試験合格者・JABEE 認定課程修了見込者（修了者を含む）～において、パネル討論

会を企画・運営し、受験に向けたモチベーション向上や日本技術士会への入会促進にも繋げる活

動の道筋を築いた。 

 

７．情報配信の取り組み 

 青年技術士交流委員会活動をより深く身近に理解していただくために、2019年度青年技術士交

流委員会活動年鑑を制作した。 

 また、青年技術士交流委員会のホームページ、Facebook および Twitter を活用し、活動紹介、

主催行事の事前広報及び事後報告を積極的に行った。ホームページは従来のものに加え、日本技

術士会サーバーにも所定のフォーマットで作成した。 

 今年度はメディアを活用した活動情報の配信を目指し、例会活動のプレスリリースを開始した。

これまでに建設通信新聞社等の複数の新聞社に取り上げられている。 

 

８．オンライン会議への取り組み 

 新型コロナウィルス感染症の影響を受け、オンライン会議システムを用いて運営委員会及び例

会開催を開催した。オンライン化にあたりマニュアル類の整備を行った。 

 

９．オンライン会議への取り組み 

 執行部を中心とした国際活動検討タスクフォースに対して、これまで青年技術士交流委員会で

行ってきた国際活動およびその意義等について説明を行った。 

 

これらの活動を企画・実施するため、毎月の運営委員会を青年層の参加しやすい土曜日を中心に

開催した。 

以上 
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 ⑤青年技術士交流委員会の Webミーティング用の背景作成（新規実施） 

 Web会議が多くなり、各行事で委員が使えるよう下記背景を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成した背景 

 

 ⑥若手技術士交流プラットフォームの構築・運営（新規実施） 

 コロナ禍でオフラインの交流が困難な状況であるが、オンラインでの活動のため、地域の壁がなくなっ

た。今後の若手技術士・技術者の交流のオンラインサロンを Slack で立ち上げた。現在全国青年登録数

35 名で活動中。 

 現在は、全国青年メンバーのみであるが、いずれは例会の事前学習やアフターフォローのために、参加

者も登録して交流の活性化を図っていく。 
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

青年委員会7月例会アンケー ト
16件の回答

分析を公開

Q1あなたご自身について教えてください

1．お名前

16件の回答

2

1 (6 .• 391)（6
·.
391)（6..391)（6;3% ）（6

·，
3911)（6

·，
391)（6..39.1)（6.,3'},1)(6.,3'}�)(6.3% 

/
）
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

2 ．技術部門

16件の回答

機械部門

船舶•海洋部門

航空・宇宙部門

電気電子部門

化学部門

繊維部門

金属部門

資源工学部門

建設部門

上下水道部門

衛生工学部門

農業部門

森林部門

水産部門

経営工学部門

情報工学部門

応用理学部門

生物工学部門

環境部門

原子カ・放射線部門

総合技術監理部門

無所属

I O (0%) 
←0 (0%) 

1 (6.3%) ＇ 
1 (6.3%) ＇ 

I O (0%) 
ー 1 (6.3%) 

,--0 (0%) 
2 (12.5%) ＇ 

ー 1 (6.3%) ＇ 
1 (6.3%) 

一L 

一I 

I 
ー 1 (6.3%) 

＇ 
ー 1 (6.3%) ＇ 

,---0 (0%) 
,--0 (0%) 

ー 1 (6.3%) 
一

←0 (0%) 

゜ 2
 

3
 

4

r 

年齢層

15件の回答

● 30歳未満

● 30~34歳

● 35~39歳

● 40~44歳

● 45~49歳

● 50歳以上

4 (25%) 

ノ

ノ

/
）
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

会員層

16件の回答

●技術士

●技術士補

●修習技術者

●JABEE認定プログラムの学生

ノ

Q2技術士または技術者としての本業に加えて、 どのような活動をなさっています

か。

ご自身の具体的な活動について

16件の回答

●自身の向上

●周囲の支援

●周囲との連携

●その他の活動

●特になし

r 

その他の活動を選んだ方は具体的に列挙してください。

1 件の回答

青年、 化学部会若手の会

ノ

Q3． 青年委員会の活動について

/
）
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

1．青年委員会のイベント参加回数

16 件の回答

●初めて
●2回目
●3回目以上
●はっきりしない

r
• 

2．過去のイベントで、 印象的、 面白かったテー マ (2回目以上の方のみ）

14件の回答

4
 

3
 

2
 

どの企画も興… グロ ーバルエ… ディベー ト 亀山講師のコ… 修習技術者の… 料理教室

インフラガイ… コミュニケー … プレゼン 修習ガイダンス 合格者交流会

ノ

/
）
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

3．青年委員会の活動として開催してほしいイベント

15件の回答

情報の提供

変化の提案

楽しみの場の提供

人脈形成の場の提供

その他

9 (60%) 

0.0 2.5 5.0 7.5 10.0 

ノ

「その他」を選らんだ方は具体例を回答してください

0件の回答

この質問にはまだ回答がありません。

ー

上記で選択したものの具体例を書いてください

4件の回答

新しいテクノロジー に触れるなど

楽しく業務につながるスキルを学びたいです。

テー マを決めてグルー プディスカッション後に発表など

楽しみながら交流できるイベント

ノ

/
）
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

4．内容以外について、 ご希望などがございましたら、 お書きください。

4 件の回答

平日夜開催があるとよい。

現場や工場の見学会

オンライン講座は、 最大2時間までがよい

全国の若手技術者の交流イベント

ノ

Q4. 今回のイベントについて

1．今回のイベント全体

16 件の回答

15 

10 

5
 

0 (Q%) 0 (0%) 
_J___ 

0 (0%) 
_J___ 

4
 

5

‘
,

/
）
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

2．講師の話し方や進め方

16 件の回答

15 

10 

5
 

0 (0%) 0 (Q%) 

3
 

4
 

5
 

3．配布・プレゼン資料の内容

16 件の回答

10.0 

7.5 

5.0 

2.5 

0 (0%) 0 (Q%) 

0.0 

3
 

4
 

5
 

ノ

/
）
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

4．スタッフの対応

16件の回答

15 

10 

5

0 (0%) 0 (Q%) 

3
 

4
 

5
 

5．講師にお伝えしたいこと

10件の回答

資料を表示するまでの時間を短縮できたらより良くなると思います。

お忙しい中お疲れ様でした。

いろいろな取組を知ることができて良かったです。

お疲れ様でした。

臼井さんの司会が神でした。

大変おつかれさまでした。

非常に面白い内容でしたが、 時間管理についてはしっかり行った方が良いと思いま

す。

短い期間にも関わらず、 しっかり準備され、 とても質の高い例会を行っていただき、

ありがとうございました。

ありがとうございます .... 

ノ

/
）
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

6．スタッフに伝えたいこと

9 件の回答

短期間での開催お疲れ様でした。

前のペー ジで、上記との記載がありましたが、4.1．のように数字を振ることで、 どの質問
か明確にしてはいかがでしょうか。

準備お疲れさまでした。ありがとうございました。

お疲れ様でした。時間管理を改善すれば、完璧だと思います。

準備、お疲れ様でした。

大変おつかれさまでした。

7月内部例会担当の皆さん、お疲れ様でした。

ありがとうございます

ノ

Q5. 今回のイベントヘの参加のきっかけとなったものはどれですか。

16件の回答

la)口A1又111\J::r::云迅／J|口」ギ阪ジ
ー）レ

）％36（`
ー，

｀
ー、

｀
ー、

｀
ー4

｀
ー、

ー
％
％
％
％
％

è

è

è

è

è

 

戸。
」」
L
日

の
Ok

オ
グ
定

ジ、口
予

ラ
フ
事

会

bo

の
の
行

員

ee

演

会

の

委

Fa

年青

出

員

Ep

）

員
委

刊

委
年

月

2
 
bヽ＼

年
青

）

青

＠
は

｀
ー、4b 

ヽ
＼

(f1)

青

会

のメンバー

からの紹介

(g)その他

13 (81.3%) 

2 (12.5%) 
10 15 

r
 

その他と答えた方は具体例を教えてください。

0件の回答

この質問にはまだ回答がありません。 /
)

ノ
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2020/8/24 青年委員会7月例会アンケー ト

Q6． 参加の目的と達成度について

1．目的は何ですか。

16 件の回答

● (a)イベントのテー マや内容に
ついて、 興味があった／知りた
かった／身につけたかった。

● (b)イベントの参加者と知り合
いになりたかった（人脈を広げ
たかった）。

● (c)青年委員会という組織や活
動について知りたかった。

● (d) CPDのポイントになるか
ら。

r 

2．上記の目的の達成度

16 件の回答

15 

10 

5

0 (0%) 0 (Q%) 

3
 

4 5

ノ

このコンテンツはGoogleが作成または承認したものではありません口 不正行為の報告—利用規約—プライパシー

ポリシー

Googleフォ ー ム

/
）
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• 目的 円滑な例会運営と例会の負担軽減

• 具体的な活動

①各例会の進捗確認とフォロー

②マニュアルの整備・更新、備品の購入

③アンケートのとりまとめ、次の機会での活用

＜開催した例会一覧＞すべてオンライン！

例会G活動報告

一般向け再開︕︕

6月 部門横断 一次・二次試験合格者交流会

＜活動＞

・オンラインの例会実施

→２０２０年度も高い満足度を獲得！

参加者は全国から集まって大盛況！

・外部講師の招致、人脈形成

→委員長や広報G、委員のツテを積極的に活用！

・Google formを利用したアンケート集計の導入

→効率化を図る。今後はマニュアル化！

＜次年度に向けた課題＞

・オンライン環境のさらなる活用→オンラインテクノツアー等

・オンラインで増加した負担の軽減→ファシリテーターの支援ツールの開拓

例会G活動報告





国際G活動報告
CAFEO（,日豪交流）

国際G活動報告

❶ CAFEO/YEAFEO ＠ダナン（ベトナム）2020年11月18ー26日
COVID-19の影響によりオンラインで開催（⻘年交流企画なし）

CAFEO（,日豪交流）❷ 日豪交流ワークショップ（※⻘年有志活動）
先方の都合により延期

⇨国内参加者との交流企画として
開催

2021年はブルネイ。

国際G活動報告
Youth Talents Development WG（※⻘年有志活動）
オンラインセミナーシリーズ “Engineers in Action”

第２回 第5回

❸





広報プロジェクト 活動報告
活動⽅針
� ⻘年技術士交流委員会の活動及び成果
を積極的に⽇本技術士会内外にPRする。

� 技術士会員（特に若⼿層）や技術者に
対して、魅⼒ある活動であることを積
極的にPRする。

2021年3月11⽇
建設通信新聞2⾯︓
3.11の⽇に記事掲載
は非常に印象深く＆
嬉しかった︕
記事の⾒出しもデカ
い︕（注目度⾼い）例会開催後、3⽇以内にプレスリリース︕

若⼿技術士プラットフォーム（オンラインサロン︓Slack）を開設・運営
現在全国の⻘年メンバー３５人で稼働中︕

⻘年委員会活動紹介動画（YouTubeで公開中︕）
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公益社団法人日本技術士会北海道本部

青年技術士交流委員会
https://www.facebook.com/seigikyohokkaido

公益社団法人日本技術士会北海道本部

青年技術士交流委員会
https://www.facebook.com/seigikyohokkaido
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